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 坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部 

 第５０号 令和７年 刊行 



【防火ポスター最優秀作品】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 坂戸市立片柳小学校 

３年 小林
こ ば や し

 紗
さ

愛
な

さんの作品です。 

 

 

防火ポスターを管内の小学校三年生

及び四年生を対象に募集したところ、

２４６点の作品の応募があり、その中

の最優秀作品です。 
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は じ め に 

 

坂戸市及び鶴ヶ島市は、埼玉県西部に位置し、東京都心から４５㎞の圏内にあって、その立

地条件から、産業経済の発展と都市化が進むとともに、豊かな自然環境をとどめ、明るく住

みよい都市として発展しております。 

 昭和４７年１０月、消防一部事務組合を設置して、消防施設の整備及び消防職員の増強を図

り、組合地域の消防力の充実強化に努めております。 

 この消防統計は、坂戸・鶴ヶ島消防組合の消防の現勢と消防業務について集録したもので、

財政については会計年度とし、その他のものについては暦年としました。 

 複雑多様化しつつ増大する消防の業務に対し、一層の認識と理解を深め、ご協力を賜りま

すとともに、災害の防止と被害の軽減のために参考として、役立てていただければ幸いと存

じます。 

         令和７年３月 

                  坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部 

　　　市 別
 区 分

位    置 東経 東経

（市役所） 北緯 北緯

東西 12.7㎞ 東西 7.3㎞

南北 9.3㎞ 南北 4.3㎞

最高 113.4m 最高 56.2m

最低 12.1m 最低 27.8m

面    積
41.02㎢ 17.65㎢

　　合　　計　　　58.67㎢

広 ぼ う

標    高

坂 戸 市 鶴ヶ島市

139°24´

35°57´

139°23´

35°55´

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂戸市 

鶴ヶ島市 

埼 玉 県 

山梨県 

長野県 

群馬県 栃木県 

茨城県 

千葉県 

東京都 東京都心 

から４５ｋｍ 
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消防の目的 

火災を予防し、警戒し及び鎮圧し、国民の生命、身体及び財産を火災から保護

するとともに、火災又は地震等の災害による被害を軽減するほか、災害等による

傷病者の搬送を適切に行い、もって安寧秩序を保持し、社会公共の福祉の増進に

資することを目的とする。 

消防の任務 

 消防は、その施設及び人員を活用して、国民の生命、身体及び財産を火災から

保護するとともに、水火災又は地震等の災害を防除し、及びこれらの災害による

被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行うことを任務とする。 

坂戸・鶴ヶ島消防組合章 

昭和５７年１０月１日制定 

 坂戸の頭文字「さ」を飛翔する鶴の形に表現して、坂 

   戸・鶴ヶ島を表し、組合の躍進と融和団結をシンボライ 

   ズしたものです。 

消  防  訓 

１ 職責を自覚し、任務を完遂する。 

１ 融和協調して一致体制を確立する。 

１ 規律礼節を正し、明朗親切奉仕に徹する。 

１ 知識の涵養と技術の錬磨に努める。 

１ 沈着冷静・敏速果敢に行動する。 

坂戸・鶴ヶ島消防組合 
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 坂戸・鶴ヶ島消防組合消防歌  

願いよとどけ 
内野  光久  作詞  
本田   実  作曲  
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一 
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ど
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こ
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守
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使
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と
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術
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日
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ま
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鶴
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え
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1. み    ど   りゆ  たー   か     な  こ    の     ふる   さ   と       まも  

2. こ    ま   のな  がー   れ     る  に    し     ひが   ー   し       むす  

3. す    す   みの  びー   ゆ     く  こ    の     わが   ま   ち       めざ  

 

る     し  め   い      を           た      か       くしー     て  

  ぶ     ひ  と   の      わ           ち      い       きのー     わ  

  す     あ  ん   ぜ      ん           と      し       づくー     り  

 

み  がき   きたえた   こころと  わざで     ひご   とよごとの      てんけんせいび  

  ち  えと   ちからを   よせあい  ながら     ゆう   わきょうちょう     じんめいきゅうじょ 

  か  がやくでんとう   ほこりを  むねに     きり   つきびしく      いきたくましく  

 

ち    ちぶ   の     やま     や  ま         あ    お  ぎ    み      る  

に    ーし   に     はる     ー  か         ふ    じ  の    ぞ      む  

み    らい   に     むか     っ  て         あ    ゆ  み    ゆ      く  

 

お  

 

お       さ  か    ど           つ      る      が    し      ま  

  

 

 

1. そ    な  え   は      か  た  ー  く         ぬ    か   り  な  ー    く  

2. ぼ    う  さ   い      い  し  ー  き         そ    だ   て  ゆ  ー    く  

3. き    ず  く   へ      い  わ  ー  の         り    そ   う  き  ょ    う  

  

 

 


